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山形済生病院 病児保育所

〒990-0818 山形市沖町79番3

TEL・FAX： 023-674-8856

HP：https://www.ameria.org

開設日： 月曜日から金曜日

（祝日・年末年始除く）

8：30～17：00

対象児： 1歳から小学校6年生

配置職員：看護師・保育士

12月の壁面

テーマ：まずは予防から ～ワクチンを受けましょう～

予防が大切

日本小児科学会の基本的な方針にワクチンで子供達を感染症から守ろう！があります。

その理由の第一は当たり前ですが熱、咳などで苦しむ子どもを減らしたい。

二つ目には感染症が他の疾患の引き金になることを防ぎたい。

三つ目には疾患を持つ児に更なる負担をかけたくない。

他にも世界他地域の感染症侵入に備え準備しておく意味もあります。

また、ワクチンの予防効果が高いと、治療するのに比べ医療費が下がる経済効果もあります。

ワクチンは多種多彩！

現在小児科領域では多種多様なワクチンが使われています。

5種(ヒブ、ジフテリア、百日咳、破傷風、ポリオ)混合、肺炎球菌、B型肝炎、

ロタウイルス(飲むワクチンです)、(結核に対する)BCG、1歳以降には麻疹風疹、水痘があります。

これら定期接種は行政が費用を持ってくれるので住民には新たな費用は生じません。

他に自費ですがおたふく、季節的なインフルエンザなどがあります。

これら小児で推奨される上記のワクチンの多くは長く使われ、

予防効果もしっかりと確認されています。

上記のように小児期のワクチンは

数が多く回数も多いのでスケジュールが密になっています。

是非、赤ちゃんや子供達が感染症で苦しむのを減らすためにも

計画的にワクチンを受けましょう。

病児保育所おひさまルームは山形済生病院に併設しています。

感染予防対策の情報を発信していきます。
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